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Regarding the Possession by Mortgagee for Management
　By the Supreme Court ruling of October 3, 2005 and the Supreme 
Court ruling of November 24, 1999, the mortgagee can be entitled to 
eliminate the mortgage infringement, to recieve mortgaged real estate 
against infringer. The possession after the mortgagee has received the 
real estate is referred to as the “possession for management”. This paper 
is intended to clarify the legal nature and eﬀ ect of the “possession for 
management”. First, I add commentary about these decisions that have 
declared the “possession for management”. Next, I introduce the theory 
about the functions and effects of the “possession for management”. 
Finally, I review the “possession for management”-agreements those 
were suggested by a lawyer and I think about the usefulness of the 
“possession for management”. My evaluation is negative.
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日であった。本判決を学習していく過程で，学
生は最初，併用賃借権や，抵当権侵害による賃
料相当損害金の賠償請求に着目して，そこから
なかなか抜け出すことができなかった。学習が
深まるにつれ，一部の学生が，抵当権ドグマの
問題性に関心を持ち始めたが，問題の核心に至
るまで学習を深めることはできなかった（その
理由は，学生自身，課題を自分自身の問題とし
て捉えることができなかったこと，課題・問題
を主体的に解決していくことができなかったこ
と，そして，もちろん，筆者の指導力不足も大
きい）。講演会企画は，年代によって成功・失敗
があるが，学生の学習・成長にとって良い機会
となっている。筆者自身，学生たちや臨時講師
とのやり取りから多くのことを学んでいる（そ
のやり取りが，本稿執筆の一つのきっかけであっ
た）。この場を借りて，学生たち・臨時講師にお
礼を申し上げる。これまでの担保物権法講演会
の経験から，担保物権法は，学生に実務と法知
識の関連を考えさせるのに適切なテーマである
と実感している。学生の教育のためにも，そし
て自分の勉強のためにも，今後も「講演会」の
企画・開催を継続していくつもりである（なお，
この取組みについては，大学（法学部・法律学
科）における実践的法律学教育の一方法として，
別稿で紹介の予定である。）。
